
牧山市民の森…（石
巻市）

朝日が灯り、山の空
気が冷たく澄んでい

る。自然に包

まれた体感は、とても
清 し々い。

（2018年10月撮影
） by：うっちー さん

宮城県七ヶ宿町…（七ヶ宿町）
蕎麦の畑です。白い花が咲いてました！

（2018年8月撮影） by：makoyan さん

林香院…（仙台市）
コスモスの隠れた名所です。

（2018年9月撮影） by：しょみん さん

中間特集

2018

　もりのなかま
保育園・中野

栄園の園長と
して、地域の子

どもたち

をお預かりして
います。散歩コ

ースにもなって
いる出花三丁

目公園

はとても小さな
公園ですが、子

どもたちお気
に入りの場所

。季節に

よって変わる花
やみどりを敏感

に感じている様
子で、大人には

無い

感性に驚かさ
れます。身近な

自然に触れな
がら、子どもた

ちが元気

に遊ぶこの公
園は、私も大好

きな「みどりの
ある風景」です

。

仙台市…「Pip
po」さんこと  佐

藤真理子 さんと

もりのなかま保
育園・中野栄園

の園児たち
仙台市宮城野

区「出花三丁目
公園」 （2018年

9月撮影）

錦ケ丘…（仙台市）
野生の鹿と緑がとてもきれいでした。

（2018年5月） by：まゆ さん かかしまつり…（丸森町）驚くほどたくさんのかかしが道端に立っていました。かか

しの後ろには稲刈りを待つ田んぼが青 と々しています。

（2018年9月撮影） by：ミスターヒーロー さん

やくらいガーデン…（加美町）お天気にも恵まれ、最高のピクニックでした。（2018年9月撮影） by：てんすけ さん

川崎町今宿の北川…（川崎町）

実家に帰るといつもカメラを持って撮りに行
きます。子

供の頃、泳いだり水遊びをした場所です。

（2018年8月撮影） by：大崎のケンちゃん さ
ん

資福寺…（仙台市）山門までの長い石段の両脇に咲いた見事な紫陽花
が、参拝客を出迎えてくれます。

（2018年7月撮影） by：こゆき さん

みちのく湖畔公園…
（川崎町）

天気が良かったので
ポピーの群生へ。

（2017年6月撮影
） by：えんちゃん さ

ん岩出山 有備館竹林…（大崎市）

雨上がりの有備館庭園の竹林が眩しく輝いて見
えました。

（2018年8月撮影） by：香香 さん

わたしの好きな
「みどりのある風景」

　今年１０年目を迎えたあしたのみどりキャンペーンは、「みどりを 楽しみ
 育む」をテーマに展

開し、WEBサイトで、私の好きな「みどりのある風景」を投稿いただき公
開しています。今回の

中間特集では、その中から一部をご紹介します。人の心をいやし、安ら
ぎや元気を与えてくれ

るみどり。５０年後も１００年後も、みどり豊かな杜の都であり続けるよう
、身近なみどりに親し

み、楽しみながら、みんなで「あしたのみどり」を育んでいきましょう。

たくさんの投稿 ありがとう！

農業園芸センター前大沼…（仙台市）
冬よく白鳥の写真を撮りに行くのですが、その時に蓮の枯れた跡があったので、夏に蓮の花を撮りに行った時にカルガモの姿を見つけました。

（2018年8月撮影） by：まめちゃん さん

やくらいガ
ーデン…（

加美町）

春はチュー
リップ、初

夏にはバラ
、秋はコス

モスなど、

四季折 の々花が楽し
めます。

（2018年
5月撮影）

 by：Pipp
o さん角田市北部…（角田市）

田植えが進む角田市北部の田園地帯。残雪の蔵王
連峰が田の水面に映る、五月限定の風景です。

（2018年5月撮影） by：自由人 さん

七日原…（蔵王町
）

七日原の牧草地
。奥へ行けば行く

ほど広大な牧草地
。

綺麗に刈り取られ
た、みどりのジュー

タンが優しくお出

迎え。みどりの香り
が心地よい場所で

す。

（2018年8月撮
影） by：八木山の

おやじバンド さ
ん

大崎市古川の羽黒山…（大崎市）今年も咲いた曼珠沙華～ そこで一句「曼珠沙華　燃える想いを　誰に告ぐ」
（2018年9月撮影） by：ブンブン さん

山田自由ヶ丘紫陽花ロード…（
仙台市）

山田自由ヶ丘のお花好きの御主
人が、お一人で毎

年、紫陽花の花を植えて増やして
いき、紫陽花ロード

が完成！ 毎年、紫陽花鑑賞が楽
しみです！

（2018年7月撮影） by：トミー さ
ん

仙台市宮城野区「榴岡公園」（2018年10月撮影）

　自宅からほど近い榴岡公園は、四季折々の花や豊かなみどりが楽しめるた

め、子どもたちと一緒によく訪れています。公園の中央に広がる芝生の広場を

望む景色が特に好きで、元気に遊ぶ子どもたちを見守りながら、私自身も癒さ

れています。春にはたくさんの種類の桜の花が咲き、毎年家族でお花見に出

かけています。私たち家族みんなが大好きな「みどりのある風景」です。

仙台市…「まゆ」さんこと小池あおいさんと娘の立桜ちゃん（小3）、息子の祐伸くん（小1）

りお

ゆうじん

亘理町駅東 悠里館…（亘理町）季節ごとに変わる、色 あ々る散歩コースで大
好きな場所です。
（2018年4月） by：CHIYOKO さん

企画・制作／河北新報社営業局

わたしの好きな「みどりのある風景」 募集中
　宮城県内で、あなたの好きな公園、森林、田畑、緑地、公共
施設、民間施設、道路、街角、一般家庭、その他で、みどりや
花などがあるお気に入りの場所の情報を、画像データにコメ
ントを添えて投稿してください。お寄せいただいた情報は、あ
したのみどりキャンペーンのWEBサイト内および一部を河北
新報紙面で紹介させていただきます。

あしたのみどりキャンペーンWEBサイト
の投稿フォームから必要事項を入力し、
画像を添付の上、投稿してください。

応募
方法

応募期間：11月30日（金）まで
公開期間：12月31日（月）まで
期間中ご応募いただいた情報を
随時公開

投稿いただいた方には抽選で
プレゼントが当たるチャンスも!
詳しくは、WEBサイトを
ご覧ください

抽選で
プレゼント！

みどりを
楽しもう!

2018あしたのみどりキャンペーン  12.31（Mon）
まで

ふるさとの杜再生プロジェクトに関するお問い合わせは、
仙台市建設局百年の杜推進課 022-214-8389まで

百年の杜づくり
仙　台　市

　仙台市では、海岸公園や海岸防災林の再生に向けた「植える」「育てる」
「支える」をキーワードとする「ふるさとの杜再生プロジェクト」による植樹活
動を行うとともに、苗木の成長を支える育樹活動も行っています。

　仙台ふるさと
の杜再生プロジ
ェクト連絡会議
では、８月２８日
（火）２９日（水）
の２日間にわた
り、埼玉県立鶴

ヶ島清風高校の有志２０名によるボランティアの受入れを行いま
した。同高校は2015年から毎年、宮城野区の南蒲生町内会を
訪れ、埼玉県教育委員会認定の研修プログラムとして、「東日本
大震災ボランティア」を行っています。

　１泊２日の日程の中、１日
目はふるさとの再生を目指し
て2017年６月に植樹した海
岸公園（岡田地区）におい
て、苗木を育てるための除
草作業を行いました。雨天

の作業でしたが、生徒たちは丁寧に除草作業を行い、終了後は
苗木が立ち並ぶ姿を見て、復興のために役立てたことに達成
感を得たようです。夜には、地元の南蒲生町内会の震災の語り
部の方から被災体験の朗読を聴きました。
　２日目は海岸公園（荒浜地
区）センターハウスで流木や
貝殻を使ったアートクラフトに
挑戦。続いて海岸公園（井土
地区）冒険広場を視察し、避
難の丘から海岸防災林やか
さ上げ道路等の復興の様子を見学しました。その後、東六郷コ
ミュニティセンターに移動し、「東六郷・東部かあちゃん’ず」のお
もてなしによる昼食会に参加しました。
　生徒達は盛り沢山のプログラムを通じて、震災の記憶と経験
を受け継ぎ、地元住民との交流を図ることができたようです。
　ふるさとの杜再生プロジェクトではこのようなボランティア交流
を続けていきたいと考えております。興味を持たれた団体・企業
の皆さまは事務局までお問い合わせください。

　7月19日（木）海岸
公園（井土地区）冒
険広場において七郷
小学校6年生160名に
よる植樹を行いまし
た。こちらはNPO法人
冒険あそび場－せん

だい・みやぎネットワークの発案で、今回植樹をした皆さんが4年生
の時に防災安全科の授業の一環として、貞山運河周辺でクロマ
ツやヤマザクラなどの実生苗をグループごとに採取し、学校内で
育てた苗を自分たちが卒業する頃、公園に戻すプロジェクトです。
　仙台市認定緑の活動団体や仙台ふるさとの杜再生プロジェク
トのメンバーなど、約30名の方に植樹のサポートをしていただき、
班ごとに育てた実生苗と花や実が楽しめる樹木など282本を、ふ
るさとのみどりの再生を願って植樹しました。「七郷の杜」は海岸
公園（井土地区）の管理棟の近くにございますので、皆さまも季
節の彩りをお楽しみください。

埼玉県立鶴ヶ島清風高校 育樹ボランティア七郷小学校 ふるさと再生「七郷の杜」植樹

　７月27日（金）六郷
小学校と福島県只見
町立朝日小学校の
「夏休み交流会」を開
催しました。
　こちらはNPO法人
冒険あそび場－せん

だい・みやぎネットワークの主催で、六郷小の6年生有志18名、自然
学習の一環として朝日小の6年生16名が参加しました。
　海岸公園（荒浜地区）センターハウスでのクラフトづくりや震災
遺構仙台市立荒浜小学校の見学を行った後、海岸公園（井土地
区）において東日本大震災からの復興を願って、仙台市の花「ミヤ
ギノハギ・センダイハギ」と只見町の花「コブシ」を植樹しました。
　「交流の杜」は海岸公園（井土地区）のプレーリーダーハウス
の北側の園路沿いにございますので、皆さまもぜひご覧ください。

六郷小学校と福島県只見町立朝日小学校
「交流の杜」植樹

7月22日（日）第7回育樹会
海岸公園（荒浜地区）の様子

今後の育樹会スケジュール
○第10回育樹会「収穫感謝祭!ハマナスのジャムづくり」
●日時：10月20日（土）午前10時～午後1時　●会場：海岸公園
（荒浜地区）　●内容：木を育てるための除草作業後、ハマナスの実
でジャムを作って食べます　●定員：50人[先着]

○第11回育樹会「サイクリングでゴー＆収穫感謝祭」
●日時：10月27日（土）午前10時～午後2時　●会場：海岸防災林
（荒浜字南官林地区）　●内容：レンタサイクルで会場に行き、木を
育てるための除草作業後、松ぼっくりでクラフト作りをします。地元
野菜の豚汁の振る舞いもあります。　●定員：40人[先着]
●自転車でのご移動が難しい方は送迎バスあり
　※申し込みはいずれも10月7日から電話で

◎テ ー マ…「街路樹を活かしたまちづくり～適正な維持管理と都市
の魅力創出に向けて～」

◎日 時…11月15日（木）午後6時～8時半（5時半開場）
◎場 所…せんだいメディアテーク 1階オープンスクエア
◎プログラム…基調講演、パネルディスカッション
◎申し込 み…氏名（フリガナ）、参加人数、連絡先、託児希望の有無を

記載のうえEメール（ken010241@city.sendai.jp）ま
たはFax（022-216-0637）にて百年の杜推進課へ

　仙台市では、百年の杜づくり事業の一環として、
杜の都のみどりについて市民の皆さまとともに考
える、「百年の杜づくりフォーラム」を開催します。

仙台市からの
お知らせ

海岸公園センターハウス ☎022-288-4021まで

　人と自然が共生する里山づくりを目指し、青葉区荒
巻にある放山保存緑地内の仁田谷地の森と、宮城
野区枡江の木皿山保存緑地を拠点に、樹木の間伐
や下刈り、遊歩道の整備など、森を再生し守るための
活動に取り組んでいます。現在の会員数は 18 名。メ
ンバーの皆さんは、「とにかく自然が好き」「森がきれい
になると気持ちいい」という、純粋に自然を愛する気
持ちで、月に 3 回の活動を実施。「みんなと会うことも
楽しみの一つ」と語る会員もいるように、重労働であり
ながらも、休憩時間には和やかな会話が弾みます。
「生物多様性」を守りながら再生された森は、地域の
小学生をはじめ、多くの市民から親しまれています。

仙台市宮城野区 木皿山保存緑地
　みどりがあるところはどこも好きです
が、例えばここ木皿山。みんなで整備し
た森には木漏れ日が注ぎ、キラキラと
光る木々のみどりは特にきれいです。
やっぱり明るい森がいいですね。自分た
ちが目指しているのは「生物多様性」
のある森づくり。生い茂ったものを全て
伐採すれば良い訳ではなく、その花や
実を食べて生きている昆虫もいます。そ
うしたことも考えながら、あえて切らずに
残す木や草などもあるのです。荒れた

森を再生するためには、確かな知識と技術を持った人の手が必要です。そ
のために、少しでも役に立てればという思いで、活動を続けています。

木皿山保存緑地の保全活動に参加した会のメンバー 樹木の伐採や除草作業などを定期的に実施

木漏れ日が注ぎ、木々のみ
どりが

美しい「木皿山保存緑地」  （
2018年9月撮影）

せんだい・市民の森を創る会 会長
角田尚一さん

私の好きな

「みどりのあ
る風景」

せんだい・市民の森を創る会仙台市認定 緑の活動団体

　健全な森づくりの実践と、森林ボランティアの指
導・育成を行っています。仙台市農林土木課が主
催する「森林アドバアイザー養成講座」の修了生に
より組織され、現在 100 名を超える会員が所属。里
山づくりのための植林、下草刈り、間伐のほか、自然
観察、クラフトづくりなども実施。震災後には沿岸部
のみどりの再生にも積極的に取り組んでいます。ま
た、養成講座終了時には記念植樹なども行い、新し
い森づくりを実践。秋保温泉郷近く、青木市有林で
の山桜の植樹もその一例で、やがては美しい山桜の
森になることを願い、植樹後も下草刈りなど定期的な
育樹活動を続けています。

仙台市若林区荒浜地区 「もりっとの丘」 
　大震災が発生した２０１１年の夏、私
たちは七ヶ浜町の菖蒲田浜で、復旧作
業を行う重機が入れるようにするため、
津波で倒れたマツの撤去作業を行い
ました。それがきっかけで、「次は木を
植えよう」という気持ちが湧いてきまし
た。その頃、東北森林管理局が植樹活
動を希望するNPOや市民団体を公募し
ていることを知り、会として応募。２０１３
年５月にマツの植樹を行い、「もりっとの
丘」と名付けました。以後、定期的な維

持管理を続けています。やがてこのマツが成長し、海岸防災林として再生
してくれるよう、これからも大切に育てていきたいと考えています。

森林の保全活動には毎回多くの会員が参加 山桜が植えられた青木市有林の下草刈り

海岸のみどりの再生を目指し植樹された「もりっとの丘」 （2018年9月撮影）

仙台市森林アドバイザーの会 代表
及川信彦さん

仙台市森林アドバイザーの会仙台市認定 緑の活動団体

私の好きな

「みどりのあ
る風景」


